特定非営利活動（NPO）法人　　やましろ里山の会　週刊ニュース年11月20日　226号
せせらぎ祭り

展示発表と木津川カレーの販売
11月15日・16日

前日準備ではカレーの煮込みが3名の皆さんで進められました。事務局会議でレシピを相談して買い物、準備物をリストアップし手際よく煮込みました。里山の会製造の一休炭と七輪でゆっくりと炊き込みました。かなりの時間と思っていましたが、使った炭は予想を上回るもので、里山の炭一休炭はかなり火力が強いということが分かりました。木津川カレーの特徴は何かということですが、木津川の繁茂する真竹を活用したスプーンを渡してお食べいただくことです。これが二日間ともかなり人気がありました。初日は53杯、二日目は76杯を買っていただきました。はじめは限定30食で、100円カレーとして準備を進めました。ところが売り出してみると行列ができる始末で、30杯は簡単に売り切れ、あわてて追加のごはんを炊きましたが、これもたちまち追加の追加をして何とか納得していただきました。こんなことですからスタッフの昼食の分まで売りつくしてしましました。二日目は思い切ってご飯量をアップしました。それでも正午過ぎには完売です。二日目は朝から雨が降り続き心配しましたが、雨が止み始めたころには完売でした。
展示発表はレンリソウを中心にフナバラソウなどの写真展示と4月に行った馬坂川で実施した親子花見の会の写真展示などを行いました。観覧いただきました方々への解説で京田辺市のすぐれた環境をお話しすると初めて知った、大切にしたいものだ、と言った声が多くありました。
今回の取組で調理室の使用方法にかなり工夫がされていました。模擬店予定者が４台の調理台の使用時間プログラムを編成して仲良く全サークルが使えるようにされていることが模擬店初参加の里山の会として大変助かりました。同時に先輩サークルの皆さんが親切にご指導いただき、戸惑うこともなく準備できました。そして多くの方々と顔見知りになり、里山の会についても理解をいただきました。少し日程的に無理が重なりましたが、参加してかなり効果が上がったような気がします。

少しの時間でもお手伝いをと呼びかけましたところ大勢の応援をいただきました。また、河川環境管理財団の早瀬さんには前日初日とくに二日目にはご夫婦でお手伝いをいただきありがとうございました。
大阪市自然史博物館、かんさい自然フェスタ

11月15日・16日　展示で参加

レンリソウ発見と年間活動発表のポスター参加でした。
11月15日　秋のハイキング「桃山御陵から向島」
12名の参加がありました。
まだ余裕があります　濡れてもいい服装で参加を
１1月24日　（月）午前9時　ＪＲ笠置駅集合

カヌー教室開催　参加費2500円（普段は10500円）

主催　琵琶湖・淀川流域圏連携交流会

申し込み　里山の会　まで　先着40名

内容　午前中　カヌー教室　　昼食弁当支給
　　　午後　　川くだり　温泉入浴　木津川の話

多くの皆さんのご参加をお待ちしています。

今年最終のカヌー教室となります。奮ってご参加ください。　２５名の参加希望が寄せられています。
11月22日　秋の野鳥観察会

昨年は14種を確認しました。今年はもっと多くの鳥を観察できるでしょうか。楽しみにしています。この場所は野鳥観察に大変良い条件を備えているところだそうです。わずか2時間ですが、楽しみいっぱいです。この場所をいつも観察場所にされている植田先生が案内をいただきます。皆さんのお越しをお待ちしています。時間に遅れないように集まってください。少雨決行です。　
みかん農家ボランティア
12月6日（土）９時30分　JR山城多賀駅
ご参加をお待ちしています。今年の最後の取組です。
新年1月6日　（火）　春の七草摘みと七草粥

1月14日～18日　京田辺市立中央図書館

　　　　　　　　　木津川の草花たちの展示発表

1月17日（土）　炭焼き体験　初日　原木の切出し

1月20日（火）　黒大豆による味噌作り

12月14・15日
京都府環境フェスティバル　ミヤコメッセ

里山の会初めて展示発表

内容　木津川の植物と活動紹介
第2回年賀はがき教室

１２月４日　午前10時～12時

里山の会事務所

パソコンチームが指導していただきます。
